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平成 19 年 3 月期  第 3 四半期財務・業績の概況（連結） 
    平成 19 年 2 月 9 日 

上場会社名 大和自動車交通株式会社 (コード番号：9082   東証第 2 部) 
 ( ＵＲＬ  http://www.daiwaj.com/ )  
問 合 せ 先       代表者役職・氏名 代表取締役社長 新倉 尚文 ＴＥＬ：（03） 3564 ― 4954       
              責任者役職・氏名 専務取締役   新倉 能文 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
（内容） 
１．減価償却費は年間償却見込み額の月割り額を計上しております。 
２．賞与引当金は年間支給見込み額の月割り額を計上しております。 
３．退職給付引当金は年度末要支給額より必要と見込まれる額の月割り額を計上しております。 
４．税金費用は、法定実効税率をベースにした年間見積税率により算出しております。 
 
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 

 
２．平成 19 年 3 月期第 3 四半期財務・業績の概況（平成 18 年 4 月 1 日～平成 18 年 12 月 31 日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況 

(注)記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四半期（当期）  

純 利 益       
 百万円   ％ 百万円   ％   百万円   ％  百万円   ％   

19 年 3 月期第 3 四半期 20,252 (  0.2) 530 (△27.9) 242 (△45.4) 208 (△57.2) 

18 年 3 月期第 3 四半期 20,218 (  1.5) 736 (△16.9) 444 (△21.2) 486 (  25.1) 

(参考)18 年 3 月期 27,173  934  536  630  
 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           

１株当たり四半期 

（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 

19 年 3 月期第 3 四半期 19.88 ― 
18 年 3 月期第 3 四半期 46.43 ― 
(参考)18 年 3 月期 60.16 ― 

 
(注) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
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(2) 財政状態（連結）の変動状況 
 

 総 資 産 純資産 自己資本比率 
１株当たり 

純 資 産  

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

19 年 3 月期第 3 四半期 20,894 2,796 13.4 258.79 
18 年 3 月期第 3 四半期 20,732 2,618 12.6 249.40 
(参考)18 年 3 月期 19,488 2,740 14.1 261.55 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○ 添付資料 
（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書 
 
 

以  上 
【参考】 

 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 
 

当第 3 四半期におけるわが国経済は、民間設備投資の増加や円安等による輸出の持ち直しなど企業
収益は改善し、雇用情勢の改善に広がりがみられるものの個人消費はおおむね横ばいで推移し景気は
緩やかに回復してまいりましたが、原油価格の高騰や原材料の価格の上昇など、先行き不透明な状況
で推移いたしました。ハイヤー・タクシー業界におきましては、引き続き法人需要の停滞や規制緩和
による競争の激化など厳しい環境のもとにありました。このような情勢のもと、当社は安全輸送への
努力と利用者のニーズに対応しグループ内の全タクシーがＡＡランク格付け（事業者評価制度）及び
グループ内の全事業所でグリーン経営認証（環境対応度評価制度）を維持し、各般にわたり積極的な
営業に努めました。又、安定収益対策として新規不動産購入及び賃貸ビル建築を推進いたしました。 

売上高については、ハイヤー・タクシー乗務員不足による稼働率低下に加え、石油製品販売価格に
おいては燃料市況は厳しい状況が続き仕入価格高騰の販売価格転嫁が進まず、第 3 四半期の売上高は
20,252 百万円(前期比 0.2%増)となりました。 

経費面については、燃料費の増加、安全管理及び効率運行のため導入した車載ＩＴ機器等新システ
ムの減価償却費及びリース料の増加があり、営業利益 27.9%、経常利益 45.4%各々減益となりまし
た。 
 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 
  

当第 3 四半期末における総資産は 20,894 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,406 百万円(前
連結会計年度末比 7.2%増)の増加となりました。前払費用 170 百万円(前連結会計年度末比 60.8%
増)、有形固定資産が資本的支出等により 1,350 百万円(前連結会計年度末比 12.1%増)、借入金が
2,122 百万円(前連結会計年度末比 19.9%増)の増加等がありました。反面、投資有価証券は保有株式
の売却等もあり 306 百万円(前連結会計年度末比 17.0%減)の減少となっております。 
  

［業績予想に関する定性的情報等］ 
  

第 3 四半期においてさらに燃料・資材価格が高騰し続けておりますが、当社グループと致しま
しては、積極的な営業活動と業務効率化を進め、現時点での業績予想の修正は行いません。 



四半期連結財務諸表等

（１）要約四半期連結貸借対照表
　　　

　　　 構成比 構 成 比 構 成 比

　 ％ ％ ％

6,186 29.6 7,121 34.3 5,923 30.4

1　現金及び預金 2,840 3,113 2,766
2　受取手形及び売掛金 2,203 2,409 2,266
3　有価証券　 50 50 50
4　たな卸資産 162 148 169
5　その他流動資産 961 1,423 701

△ 33 △ 24 △ 30

Ⅱ　固定資産 14,708 70.4 13,611 65.7 13,565 69.6
12,495 59.8 11,179 53.9 11,145 57.2

139 97 107
3,983 4,020 3,895

626 732 702
7,484 6,325 6,315

261 3 125

55 0.3 57 0.3 56 0.3

2,157 10.3 2,375 11.5 2,362 12.1

1,499 1,860 1,805
323 177 221
435 428 436

△ 100 △ 91 △ 100

20,894 100.0 20,732 100.0 19,488 100.0

《 前 第 3 四 半 期 》

（単位：百万円）

平成17年12月31日

金 額 金 額

《 前 連 結 会 計 年 度》

平成18年3月31日

《 当 第 3 四 半 期 》

平成18年12月31日

金 額

期　　　別

（資産の部）

科　　　目

Ⅰ　流動資産

貸倒引当金

（1）投資有価証券
（2）繰延税金資産
（3）その他

貸倒引当金

1　有形固定資産

3　投資その他の資産

2　無形固定資産

資産合計

（1）車両
（2）建物及び構築物
（3）機械器具及び什器備品

（4）土地
（5）建設仮勘定
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　　　 構成比 構 成 比 構 成 比
　 ％ ％ ％

8,365 40.0 8,898 42.9 7,478 38.3
1　支払手形及び買掛金 1,213 1,264 1,165
2　社債 70 70 70
3　短期借入金 5,525 5,646 4,160
4　未払法人税等 225 438 486
5　未払消費税等 173 145 144         
6　賞与引当金 59 48 176
7　その他 1,097 1,283 1,274

9,732 46.6 9,136 44.1 9,190 47.2
1　社債 200 200 270         
2　長期借入金 7,281 6,495 6,523
3　長期預り金 825 813 803
4　退職給付引当金 849 1,016 982
5　連結調整勘定 64 87 81
6　事業損失引当金 252 262 257
7　繰延税金負債 258         261         271         

18,098 86.6 18,034 87.0 16,668 85.5

- - 79          0.4 79          0.4

- - 525 2.5 525         2.7
- - 2 0.0 2            0.0
- - 1,410 6.8 1,561 8.0
- - 689 3.3 662 3.4
- - △ 7 △ 0.0 △ 10 △ 0.0
- - 2,618 12.6 2,740 14.1
- - 20,732 100.0 19,488 100.0

1　資本金 525 2.5 - - - -
2　資本剰余金 2 0.0 - - - -
3　利益剰余金 1,696 8.1 - - - -
4　自己株式 △ 10 △ 0.0 - - - -

2,213 10.6 - - - -
Ⅱ　評価・換算差額等

1　その他有価証券評価差額金 503 2.4 - - - -
503 2.4 - - - -
79 0.4 - - - -

2,796 13.4 - - - -
20,894 100.0 - - - -

平成18年12月31日

（単位：百万円）

平成18年3月31日

《 前 連 結 会 計 年 度》《 当 第 3 四 半 期 》 《 前 第 3 四 半 期 》

負債・少数株主持分及び資本合計 

資本合計

負債合計
（少数株主持分）

Ⅰ　資本金

　　少数株主持分

Ⅴ　自己株式
Ⅳ　その他有価証券評価差額金
Ⅲ　利益剰余金
Ⅱ　資本剰余金

金 額金 額

期　　　別

（負債の部）

科　　　目
金 額
平成17年12月31日

Ⅱ　固定負債

負債純資産合計 

（純資産の部）

Ⅰ　流動負債

（資本の部）

Ⅰ　株主資本

株主資本合計

Ⅲ　少数株主持分
純資産合計

評価・換算差額等合計額
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（２）要約四半期連結損益計算書

％ ％
20,252 100.0 20,218 100.0 27,173 100.0

18,454 91.1 18,204 90.0 24,587 90.5

1,798 8.9 2,013 10.0 2,585 9.5

1,267 6.3 1,277 6.3 1,650 6.1

530 2.6 736 3.7 934 3.4

71 0.4 88 0.4 125 0.5

359 1.8 380 1.9 523 1.9
　

242 1.2 444 2.2 536 2.0

170 0.8 506 2.5 726 2.7
-          451 530      

170 54 196

63 0.3 206 1.0 351 1.3
-          114 171      
-          41 -         

63 50 179

349 1.7 743 3.7 911 3.4

140 0.7 256 1.3 297 1.1

-          - -         - △ 17 △ 0.1

0          0.0 0         0.0 0         0.0

208 1.0 486 2.4 630 2.3

金　　額 百 分 比

（単位：百万円）

自平成18年 4月 1日
至平成18年 12月 31日

《 当 第 3 四 半 期 》

至平成18年 3月31日

《 前 第 3 四 半 期 》
《前連結会計年度の
要約損益計算書》

自平成17年 4月 1日

Ⅲ　販売費及び一般管理費

金 額
至平成17年12月31日

百 分 比

売上総利益

金 額 百 分 比

Ⅱ　売上原価

法人税、住民税及び事業税

期 別

自平成17年 4月 1日

科 目

Ⅰ　売上高

法人税等調整額

税金等調整前四半期
(当期)純利益

四半期(当期)純利益

少数株主利益

Ⅵ　特別利益

Ⅴ　営業外費用

経常利益

営業利益

Ⅳ　営業外収益

役 員 退 職 慰 労 金
そ の 他

厚生年金基金解散処理差額金
そ の 他

減 損 損 失
Ⅶ　特別損失
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